
No. コース名 コース順

マップ 所要時間 コース内容 集合場所 金額 備考

M-1 大沼自然探勝路(〜泥火山)
マップ

1時間

大沼自然研究路1周約1.2km　 
原生的なブナ天然林と静かな沼と湿原植物の花の
宝庫をめぐる周回コース 
大沼の雪解けは5月下旬〜6月上旬になり、初夏
にはレンゲツツジ・コバイケイソウ・ニッコウキ
スゲ・ワタスゲなどが一斉に咲き始める

八幡平ビジターセンター 10,000円

(税込)

泥火山を含
むなら1時間
半必要

M-2 八幡平山頂
マップ

2時間

八幡平登山口-鏡沼-山頂(1613m)-見返峠- 周回
コース 
1周約4km 
オオシラビソ樹林と高山植物の花畑、神秘の雪解
けを楽しめる

八幡平山頂レストハウス
駐車場

10,000円

(税込)

八幡沼一周
を含む場
合、3時間必
要の為、別
途追加で
5,000円がか
かります

M-3 後生掛自然研究路
マップ

1時間

後生掛自然研究路　

生きた後火山現象、火山地帯の植物を観察するこ
とができる遊歩道で歩きやすいコース

日本一の泥火山は日本一の規模で高さ1〜2m、
地下7〜8つものが連なっており、まるでミニュ
チュア火山のよう

後生掛駐車場公衆トイレ
(アスピーテライン沿い)

10,000円

(税込)

中型以上の
車両の場
合、アス
ピーテライ
ン沿い第二
駐車場へ

M-4 蒸けの湯〜大谷地〜長沼
マップ

3時間

セラピーロードとして散策を楽しめるコース

ブナ林からオオシラビソ樹林への交代を見られる
貴重な地域でキヌガサソウの群生などを間近に観
察することができる

ふけの湯温泉駐車場 15,000円

(税込)

M-5 八幡平畚岳
マップ

1時間
八幡平の三大展望地の一つ　畚岳(1578m)　

低木林や草原となる風衝草原の屋根から見える
360度の大パノラマ眺望が素晴らしい

裏岩手連峰登山口 10,000円

(税込)

M-6 山頂駐車場〜草の湯分岐〜
田代沼 マップ

3時間

山頂から草の湯分岐へのコースは高層湿原の中に
位置し高山植物が多く見られる

登山者も少なく静寂と孤独を味わうことができる
コース

八幡平山頂レストハウス
駐車場

15,000円

(税込)

M-7 山頂駐車場〜源太森〜黒谷
地バス停 マップ

3時間
八幡平の三大展望地の一つ源太森（1595m）

雪田植物、湿田植物と変化に富んでおり比較的な
だらかなコース

八幡平山頂レストハウス
駐車場

30,000円

(税込)

ガイド2名対
応／注意：
ゴール地点
がスタート
地点と異な
る

M-8
山頂駐車場〜草の湯分岐〜
ブシ谷地〜長沼〜大谷地〜
ふけの湯 マップ

6時間

全行程8km  中間に標高差150mの急斜面を有し
ている上級コース

登山者の踏み込みが少ないため植物たちの自然の
姿をより一層感じられるコース

八幡平山頂レストハウス
駐車場

70,000円

(税込)

ガイド2名対
応／注意：
ゴール地点
がスタート
地点と異な
る

M-9 後生掛〜玉川温泉縦走
マップ

6時間
後生掛温泉-栂森-焼山-玉川温泉 縦走

標高950mの森林地帯から1300mの限界地帯まで
の変化にとんだ上級コース

後生掛第2駐車場（アス
ピーテライン沿い）

70,000円

(税込)

ガイド2名対
応／注意：
ゴール地点
がスタート
地点と異な
る

M-10 花輪越え〜皮投嶽〜五の宮
嶽登山 マップ

7時間

花輪越え登山口-三倉山分岐点-皮投嶽(1122m)-五
ノ宮嶽(1115)-八幡平支所跡

古くから山岳登山ルートとして親しまれてきた上
級コース

登山道入口(花輪越) 80,000円

(税込)

ガイド2名対
応／注意：
ゴール地点
がスタート
地点と異な
る

M-11 湯瀬渓谷ハイキング
マップ

2時間
八幡平の三大展望地の一つ源太森（1595m）

雪田植物、湿田植物と変化に富んでおり比較的な
だらかなコース

湯瀬ホテル大駐車場 10,000円

(税込)

湯瀬渓谷一
部通行止め
のため、湯
瀬側のみの
往復コース
となってい
ます。

M-12 冬のスノーシュー(大沼)
マップ

3時間
夏では見られない大沼の冬の自然を発見すること
ができるスノーシュー体験コース　スノー
シュー・ストックはレンタル可能

八幡平スキー場駐車場 17,000円

(税込)

別途レンタ
ル料（ス
ノーシュー
1,000円、ス
トック500
円）必要

M-13 春のスノーシュー(八幡平山
頂) マップ

3時間
通常の滝とは違った醍醐味、迫力を感じることが
できるスノーシュー体験コース　スノーシュー・
ストックはレンタル可能

八幡平山頂レストハウス
駐車場

17,000円

(税込)

別途レンタ
ル料（ス
ノーシュー
1,000円、ス
トック500
円）必要

No. コース名 コース順

マップ 所要時間 コース内容 集合場所 金額 備考

T-1 大湯滝めぐり（銚子の滝・
錦見の滝・湯の又の滝） マップ

2時間

3つそれぞれ雰囲気の違う滝を見比べながら大自
然の壮大さを感じられるコース

広葉樹林の木々の中から水の線が岩肌にあたり落
ちていく美しさは絶景

地質学に興味がある人にもおすすめ

中滝ふるさと学舎 10,000円

(税込)

T-2 大湯滝めぐり（銚子の滝＆
錦見の滝） マップ

1時間
手軽に子供でも歩いていける滝めぐりコース

一眼見た瞬間から精神的なリフレッシュを感じら
れる

中滝ふるさと学舎 10,000円

(税込)

T-3 大湯滝めぐり（中滝＆止滝
＆小根津戸の雄滝） マップ

2時間

大自然の壮大さを間近で感じられるコース

小根津戸の滝は木々の隙間から流れ落ちる洗浄な
滝の美しさを満喫でき、中滝止滝は水音をたてて
滝壺に落ちていくさまを間近で見ることができる

中滝ふるさと学舎 20,000円

(税込)

ガイド2名対
応／注意：
ゴール地点
がスタート
地点と異な
る

T-4
スノーシューで巡る大湯滝
めぐり（銚子の滝・錦見の
滝・湯の又の滝） マップ

3時間
スノーシュー(西洋かんじき)を履いてトレッキン
グ。「水色の大氷柱」や「氷のカーテン」と化し
た冬の滝は幻想的な世界を作り出される

中滝ふるさと学舎 17,000円

(税込)

別途レンタ
ル料（ス
ノーシュー
1,000円、ス
トック500
円）必要

No. コース名 コース順

マップ 所要時間 コース内容 集合場所 金額 備考

R-1 花輪の観光と歴史
マップ

2時間

「花輪ばやしの地」花輪の街巡りを楽しむコー
ス

3・8が付く日程で参加できると花輪の市日も合
わせて楽しむことができる

＜あんとらあ→枡形→関善賑わい屋敷→恩徳寺→
長年寺→幸稲荷神社御旅所→かづの銘酒→大堰→
花輪定期市場→あんとらあ＞

道の駅かづの 10,000円

(税込)

R-2 毛馬内の観光と歴史
マップ

2時間

「毛馬内の盆踊りの地」毛馬内の街巡りを楽しむ
コース

2・7がつく日程で参加できると毛馬内の市日と
合わせて楽しむことができる

＜十和田市民センター→内藤湖南の像→柏崎新城
跡地→武家屋敷通り→先人顕彰館→仁叟寺→月山
神社里宮→十和田市民センター＞

十和田市民センター 10,000円

(税込)

R-3 鹿角の観光と歴史
マップ

3時間

史跡尾去沢鉱山・大日霊貴神社・大湯環状列石　
鹿角のメインスポットを効率的に詳しく知ること
ができる3時間コース　

＜あんとらあ→史跡尾去沢鉱山→大日霊貴神社→
大湯環状列石＞

道の駅かづの 15,000円

(税込)

お客様の車
に同乗させ
ていただき
ます

R-4 鹿角三姫　鹿角五大伝説の
里めぐり マップ

3時間

鹿角の伝説と歴史背景を合わせて市内を巡る3時
間コース

＜あんとらあ→大日霊貴神社→錦木塚歴史公園→
芦名沢神社→左多六とシロ伝説と八郎太郎伝説の
里(草木)＞

道の駅かづの 15,000円

(税込)

お客様の車
に同乗させ
ていただき
ます

No. コース名 コース順

マップ 所要時間 コース内容 集合場所 金額 備考

S-1 きりたんぽフルコース
マップ

2時間

「きりたんぽ 発祥の地」鹿角でたんぽの手作り
体験ができるコース

「きりたんぽ 発祥の地」鹿角で味噌つけたんぽ
のほか、きりたんぽ鍋の手作り体験ができるコー
ス。作って楽しみながら発祥の味を召し上がれ

道の駅かづの
おひとり

1,760円

(税込)

別途講師料
10,000円(20
名に対し1人
の講師が付き
ます)／最小
催行5名〜

S-2 縄文食　体験コース
マップ

1時間半

「縄文食体験」プログラム

当時の縄文食を再現した体験を通して大湯で育ま
れた食文化をさかのぼり、食の原点を探ってい
く。

大湯環状列石ストーン
サークル 館

おひとり

5,000円

(税込)

最小催行5
名〜20名ま
で※1回毎で
の定員数と
なりますの
で、人数が
多い場合は
ご相談くだ
さい

-  森＆山コース一覧 -

-  滝コース一覧 -

-  歴史コース一覧 -

-  食コース一覧 -

料金表一覧

●山、滝、歴史コースはガイド1人に対しお客様10名程度を推奨します。10名以上の場合はイヤホンマイクをご持参いただくことを推奨します。（当会での準備はありません。） 
●原則、ガイドの車にお客様が乗ることはできません。スタートゴールが異なるコースの場合、ご注意ください。

コースによっては車での移動が必須になりますので、基本、現地までは自家用車またはレンタカーの利用を推奨します。


